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1. 目的  

 リサーチレポートNo.2で示したスペクトルの詳細を調べる。 
2. 方法 

 東北大学サイクロトロン・RI センターの玄関において放射線のエネルギースペクトルを測定、また同セ

ンターの屋上において、一日間に降下した放射性物を採取し、Ｇｅ検出器で核種分析を行った。 
3．結果 

図１の上に核種別線量（平成２３年５月２５日発表）、下に核種別降下物（平成２３年４月２１日発表）

の比放射能の時間変化を示す。リサーチレポートＮｏ２の３月２１日と３月２５日のピークは、主にヨウ

素131からのものであったことが分かる。 

 

 
図１ 仙台市における核種別の線量と降下物比放射能の時間変化 
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